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２０２５年の年頭にあたり、新年のご挨拶を申し上げます。  

会員の皆様には、日頃から当推進協議会の活動に格別のご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

おかげさまで当推進協議会も創設以来２７年目を迎えることとなりました。これもひとえに皆様

のご支援の賜物と心より感謝いたしております。 

さて、公益財団法人日本容器包装リサイクル協会にて、容器包装リサイクル制度（以下、容リ

制度）の見直しに関連する「プラスチック資源循環促進法」に伴い、２０２３年４月から新たに

製品プラを含む再商品化が始まりました。また、「紙」についても、プラスチックから「再生可能

資源（紙、バイオマスプラスチック等）」に適切に切り替えと明確に位置付けられ、プラからの「紙

化」がより注目されるようになりました。 

それに伴いアルミ付紙パックや紙カップ・複合紙箱をはじめとした複合品（複合紙製容器包装）

のリサイクルの推進のために、複合品リサイクル推進ＷＧを昨年５月に設置、自治体に複合品の

回収、リサイクルの推進について働きかけを行っています。 

また、３Ｒ推進団体連絡会では、自主行動計画２０２５の３年度目（２０２３年度）の実績に

ついて、経団連とともにフォローアップ報告を１２月に記者発表いたしました。 

加えて今年も、紙製容器包装の再資源化推進のための調査研究を行うとともに、「紙製容器包装

３Ｒ改善事例集 第１８版」の発行等、これらの活動と情報発信により、市民や行政との連携の

深化と活動のレベルアップを進めてまいります。 

末筆ではございますが、今年が会員の皆様にとって幸多い年となります様、心からお祈り申し

上げます。 

 

以上 

紙製容器包装リサイクル推進協議会 

会長 野口 晴彦 
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本推進協ニュース№１２１は以下の内容を御報告します。 

１ ２０２４年度 第２回理事会の報告 

２ 容器包装３Ｒ推進のための自主行動計画２０２５ 

２０２３年度フォローアップ報告 

３ ３Ｒ改善事例集第１８版の完成 

４ エコプロ２０２４への出展 

 ５ 産業構造審議会イノベーション・環境分科会資源循環経済小委員会（第９回） 

 

１ ２０２４年度 第２回理事会の報告 

２０２４年度の第２回理事会が２０２４年１１月１８日に開催され、１）算定係数及び

単価・容リ制度見直し関連動向、２）複合品リサイクル推進ＷＧの活動報告、３）新会員

募集／ご加入のお願いについて ＜第１号議案＞、４）自主行動計画２０２５（２０２１

～２０２５年度）３年目（２０２３年度）フォローアップ報告（案）、２０２３年度紙製

容器包装のマテリアルフロー、３Ｒ改善事例集第１８版（案）＜第２号議案＞について、

報告・討議を行い、各議案について承認されました。以下にその概要を報告いたします。 

 

  来年度の当推進協議会の総会も、本年度に引き続きＫＫＲホテル東京にて、来賓に三省 

以外も招くこととし、立食形式の懇親会も併せて、２０２５年６月３日（火）１５：３０ 

開催の予定であることを報告しました。 

 

議題１ 算定係数及び単価・容リ制度見直し関連動向 

・２０２５年度の算定係数、再商品化実施委託単価及び２０２４年度拠出委託単価を報 

告しました。２０２５年度再商品化実施委託単価は２２,０００円/トン、２０２４年 

度合理化拠出金見込み額は５年連続０円となりました。 

 

議題２ 複合品リサイクル推進ＷＧの活動報告 

 ・複合紙製容器包装の収集・リサイクルの推進を目的として、２０２４年７月２６日に 

第１回複合品（複合紙製容器包装）リサイクル推進ＷＧを開催しました。その目的・ 

理由、取り組み内容、予算・特別会費募集の状況、求められる取り組み・目的、体制、 

市区アンケート調査について報告しました。また、本年度の活動計画として、自治体 

候補選定、パンフレットの作成、会員セミナーの開催、来年度の特別会費の請求につ 

いて説明しました。 

 



 

3 

議題３ 新会員募集／ご加入のお願いについて＜第１号議案＞ 

・現在、新たな会員募集活動を行っており(株)トベ商事に入会いただいたこと、引き続 

き新規会員加入への御協力をお願いし、会員候補の説明をしました。 

議題４ 自主行動計画２０２５（２０２１～２０２５年度）＜第２号議案＞ 

１）３年目（２０２３年度）フォローアップ報告（案） 

・リデュースの推進：２１.１％削減（２００４年度比：包装用紙・紙器用板紙の国

内出荷量） 

リデュース目標の国内出荷量は、基準年度（２００４年度）比リデュース率１５％

に対し、３年目の２０２３年度は、新型コロナウイルス感染症の影響もようやく薄

まりリデュース率２１.１％（前年度１６.２％）と目標を達成、自主行動計画開始

時（２００６年度）からの累計削減量は４，０２８千トン（前年度３，５８５千ト

ン）となり、売上高を原単位としますと基準年度（２００４年度）比リデュース率

３５.２％（前年度２７.３％）となったことを報告しました。 

・リサイクルの推進：回収率２２.４％（紙製容器包装の回収率推定のための調査） 

 回収率目標２８％に対し、３年目の２０２３年度は、行政収集１６.９％、集団回収 

５.４％、合計回収率２２.４％（前年度２２.９％）となりました。 

２）２０２３年度紙製容器包装のマテリアルフロー 

３）３Ｒ改善事例集第１８版（案） 

・今年度の３Ｒ改善事例集第１８版の内容及び発行予定を報告しました。 

 

※ 第１号議案・第２号議案について特段異議なく承認されました。 

 

２ 容器包装３Ｒ推進のための自主行動計画２０２５ 

２０２３年度フォローアップ報告 

・事業者として取り組む第４次自主行動計画である自主行動計画２０２５の３年度目と

なる２０２３年度の成果発表を１２月１７日に経団連会館において報道関係者に向け

発表を行いました。記者２８名の参加がありました。 

・紙製容器包装に係る成果発表の内容は、添付したフォローアップ報告（２０２３年度 

 実績）の参照をお願いします（資料１）。 

 

３ ３Ｒ改善事例集第１８版の完成 

・総務委員会の活動として、会員の皆様の紙製容器包装の３Ｒ事例をご提供いただいて 

３Ｒ改善事例集を２００７年度より毎年発行しております。 
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・２０２４年度は新しい３Ｒ改善事例の３７件に加えて、２０２３年度の３Ｒ改善事例

及び容器包装３Ｒ推進のための自主行動計画２０２５（３年度目）のフォローアップ

報告も掲載して、第１８版を作成いたしました。 

・本事例集は、事業者による紙製容器包装の３Ｒ改善の取り組み内容や実績を広く行政や 

一般の方々に理解してもらうことを一つの目的とし、「３Ｒ推進団体連絡会」の自主行 

動計画フォローアップ記者報告会（２０２４年１２月１７日）やフォーラム及び展示会 

など市町村や市民団体との連携交流の場などで活用させていただいております。 

・第１８版は、１２月上旬に会員の皆様に発送いたしました。追加をご希望の会員様は 

事務局までご連絡ください。送付の際、内容に関するアンケートも同封いたしましたが、 

ご意見、ご感想を是非とも事務局までお寄せください。次回以降の編集に向けて参考と 

させていただき、有意義で充実したものにしていきたいと考えております。 

また、今回の制作に多くの方にご協力いただきました。改めて感謝を申し上げます。 

 

４ エコプロ２０２４への出展 

・当紙推進協議会として公益財団法人日本容器包装リサイクル協会の小間にガラスびん、 

ＰＥＴボトル、プラスチック容器包装と協同で展示しました。 

・３日間でエコプロ２０２４には６３,３０３人が参加、昨年と比較して約３,５００人 

減少しました。 

・今回の展示においても従来の製品類の展示物は配置せず、素材ごとのリサイクルの流れ 

や分別の重要性を昨年に引き続きイラストを交えて判り易く表示しました。 

・３Ｒ推進団体連絡会においては、今年度は５年振りにクイズラリーを復活させて多くの 

小中学生に参加してもらい大変好評でした。また、例年通り、ＮＰＯ法人持続可能な社 

会をつくる元気ネットによるクイズイベントを最終日に３回実施しました。 

・３Ｒ改善事例集は第１８版を配布しました。 

 

≪別添資料≫ 

 資料１  ２０２３年度フォローアップ報告抜粋、及び冊子 

 資料２ 第１９回 容器包装３Ｒ推進フォーラムのご案内 
















